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特色入試「グループ討議」の配点と出題方法 

小論文の内容をもとにグループで討議 
（20分 5名程度） 
100点（グループ討議）、50点（小論文） 



グループ討議とは 

結論を出すために、意見を出し合うこと 



グループ討議の流れ 

①小論文（60分 600字以内） 

②5名程度の班に振り分けられる 

③班ごとに討議室に呼ばれる 

 （胸に番号シールを貼ります） 

④指定された椅子に座る 

 （書いた小論文のコピーは用意されている 

  ⇒討議前に回収） 

⑤討議テーマについての指示がある 

⑥討議開始 

⑦２０分で終了 



グループ討議ってみんな初めて？？ 

l l 
「班で話し合い」 

l l 
相手を言い負かす勝負事ではない 



「班で話し合い」と違う（求められる）点 

①時間制限は厳守 

②発言しないといけない（＋根拠） 

③（他人の意見を）聞かないといけない 

④班の意見をまとめないといけない 



グループ討議の評価ポイントからみた大事なこと 

①知識・技能 

  ・基本的な知識があり、テーマを正確に理解する 

②思考力・判断力・表現力 

  ・自分の意見をまとめる（根拠がある） 

  ・言いたいことを伝わるようにしっかり発言する 

③主体性・多様性・協働性 

  ・討議がスムーズに進むように積極的に取り組む 

  ・他の人の意見を傾聴する（自分の意見と比較する） 

→評価ポイントは非公開 



「班で話し合い」と違う点 

①時間制限は厳守 

②発言しないといけない（＋根拠） 

③（他人の意見を）聞かないといけない 

④班の意見をまとめないといけない 



２０分間で班の意見をまとめる 
→まとまらなかったら全員不合格ではない 

２０分でうまく討議をすすめるためにやった方が良いこと 

①班全員で合格しよう！という気持ちで！ 

  ⇒「敵」じゃない「協働者」（個人プレーに走らない） 

 
②「議長（司会）」と「タイムキーパー」を立てる 



「議長（司会）」と「タイムキーパー」を立てる 

のあとに、やった方が良いこと 

「時間配分を決める」 
 ① 意見出し・・・ex.７分 
 ② 絞り込み・・・ex.８分 
 ③ まとめ・・・ex.５分 

配分や進行は議長の役割、タイムキーパーは 
時間の管理（効果的な時間の使い方となるよう 
環境をつくる） 



Ｑ．「議長」「タイムキーパー」決めた方が良い？？ 
 
 ⇒どちらでも良い。が、いた方が進めやすい。 
    決めるのに時間がかかるぐらいなら、「決めずに 
    進めませんか？」でいい。 

Ｑ．「議長」「タイムキーパー」やった方が得？？ 
 
 ⇒メリット・デメリットある。無理にやらなくていい。 


